アルシュ　ノ　イッパン　ジーゲル　リョウイキ　ノ　ドウチ　モンダイ　ソノⅡ by コダマ, アキオ et al.
Osaka University
















児 玉 萩 雄
理 字 博 土
第 4 3 8 5 干E王1 
昭和 53 年 9 月 30 日
理学研究科数学専攻





Pjateckii -Sapi ro による第 2 種ジーゲル領域の理論に関連して， Kaup，松島，落合は第 2 種ジ一
一ゲル領域の概念を自然に拡張したものとして“指数C の一般ジーゲル領域"という概念を導入した。





2. 二つの一般ジーゲル領域D1 と D2 とが正則同値ならばD1 と D2 とは線型同値であるか?
一般ジーゲル領域の定義からわかるように，領域になんの制限もなければ，これらの問題を解くこ
とは，ほとんど不可能であるように思われる o そこで著者は第 2 種ジーゲル領域を含むC=tの一般
ジーゲル領域に上の問題を制限して考えた。以下一般ジーゲル領域D に対して Aut (D) , Auto (D) , 
g (D) をそれぞれ， D の正則自己同型群，リ一群Aut (D) の単位元を含む連結成分， Aut (D) のリ
一環，を表わすものとする口さて c=_!_の一般ジーゲル領域DCcnxcm に対しては ， Kaup，松島，
2 
落合により， g (D) は次のように部分空間の直和に分解することが示されている: , g (D)= 9-1 + 
9 一去十 90 十日去十日 1 ，ここで dimR 9 一会 =2k (0孟 k孟 m)o また中島により，第 2 種ジーゲル領域
D は次のような正則ファイパー空間の全空間になることが示された: 1(: D → S，ここで S は D から決
まる，ある意味で極大な対称ジーゲル領域である。そこで著者は c=_!_の一般ジーゲル領域DCCnX
2 
cm もまた同様の構造を持つだろうと予想した。しかし n 孟2の場合には，このようなファイバー空間
の構造を持たない例が構成され，一般には予想は否定的であることがわかった。ところがn=l のと
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きは，次のように予想は肯定的怜ることがわかったO 定理 1. D を C XCm O)指数 C=jの一般
1 ジーゲル領域とすると， D に線型同値なcxcmの c=ーの一般ジーゲル領域D が存在し，次のこと
2 
が成立する: (1) (F1 , 0, … 0) E í5である。そこで広 =Auto (百)・ (F1 ， O ， …， 0) とおくと，
玩はCk+ 1 の単位球の内部に正則同値な対称ジーゲル領域であり，さらに百は玩上の正則ファイパー
空間の全空間である。ここに k は ，9 (D)= 9'-1 + 9 ーを+91 と分解するとき dim R9 ーを=2k となる
整数である。 (2) Auto ( D) の各元は， CXC mの座標を用いて具体的に記述できる。 定理 1 は著
者によって，すでに得られた結果であるが，本論文において，著者は，定理 1 を用いて次の同値問題
1 ーに関する結果を得た。 定理 2. CXC mの指数c=ーの一つの一般ジーゲル領域D1 と D2 との間の双
2 






児玉君が研究の対象としたのは (m+1 )次元複素空間cxcm+lの中の指数 2 の一般ジーゲル領域で
ある。以下これを Dで表わす。児玉君は本研究の前にこの Dの構造を調べ，これが初等ジーゲル領域
の上の円型領域をファイパーとするファイパー空間に線型同型であることを見出した。(大阪数学雑
誌17巻， 1977). こうして線型同型なものを除いて Dの構造が決定され，この結果， 「二つの D 1 と D 2
が双正則同型であれば線型同値となるか」という問題が肯定的に解ければD に関する同値問題が解決
することになったり児玉君は本論文の前篇 1 (秋田大学教育学部紀要28， 1978) において D 1 と D 2 が
双有理同値であれば線型同値となることを証明したが，本論文において D1 と D2 の間の双正則写像は
双有理写像であることを証明して，上の問題を解決した。
以上，児玉君の論文は一般ジーゲル領域の同値問題に対して重要な寄与を与え，そこには一般ジー
ゲル領域の研究のための多くの巧妙な手法を開発されており，本論文は理学博士の論文として十分価
値あるものと認める。
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